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私の留学生活は、現地での住居が決まらないまま始まり、毎日が挑戦と問題解決の

連続でした。私が留学したのは、ドイツのケルンという都市です。現在、ケルンでは

住居確保が困難な状況にあり、その影響で私も住居探しに苦戦しました。最初は大学

の寮に入ることを希望していましたが、現地の方の協力を得て、最終的にはホームス

テイをすることになりました。 

ステイ先の家族は、ドイツ出身のホストファザー、ブラジル出身のホストマザー、

その二人の間に生まれた 18 歳のホストブラザー、そしてアメリカからの留学生とい

う構成でした。家庭内の会話は英語で行われ、異文化の中で生活する貴重な経験とな

りました。ホームステイを通じて、現地の同年代の友人を作ることができたのは大き

な収穫でした。ホストブラザーと一緒にイベントに出かけたり、地域のバレーボール

クラブに参加したりと、充実した時間を過ごしました。また、高校生まで続けていた

剣道をドイツで再開することもできました。私の通っていた剣道クラブには、日本人

とドイツ人の剣士が共に稽古をしており、皆が剣道に真剣に取り組んでいる姿に感動

しました。体格差のある相手との稽古を通じて、自分なりの工夫を学ぶことができた

のも貴重な経験でした。 

私が通ったケルン大学は学部数が多く、留学生の受け入れにも積極的なため、友人

を作りやすい環境でした。授業では演習やディスカッションが活発に行われ、受講生

の多くが積極的に発言し、自分の考えを述べている姿が印象的でした。彼らの学ぶ姿

勢から大きな刺激を受け、大学生としてあるべき姿を考えさせられました。 

生活面では、日本と同様に公共交通機関が整備されており、比較的暮らしやすい環境

でした。しかし、ストライキや遅延が頻繁に発生するため、スケジュールが狂うこと

もありました。ただ、それにも次第に適応し、臨機応変に対応できるようになりまし

た。また、ケルンには移民の方が多く、電車に乗っていると国が変わったように感じ

ることもありました。アジアンマーケットやアジア系レストランは多くありますが、

日本の調味料などは高価である印象でした。 

留学を終えてまず感じたのは、事前の準備が不足していたという反省点です。もっ

と綿密な計画を立てておけば、スムーズに留学生活をスタートできたかもしれませ

ん。しかし、これは今後の人生に活かすべき教訓として捉えています。将来的には海

外での生活を視野に入れているため、この経験を踏まえて、より良い準備をしていき

たいです。留学前と留学後で自分自身が変わったと感じるのは、人と比べることが少

なくなった点です。自分の気持ちに素直でいることで、自分の軸をしっかり持てるよ

うになり、嫌なことにははっきりと NO と言えるようになりました。また、留学を通



じて得た人とのつながりを大切にしていきたいと思っています。 

これから留学する学生の皆さんへ。留学生活では、問題をクリアしてはまた新たな

問題が発生するという日々の連続です。毎日が挑戦の場であり、失敗することも多い

でしょう。時には「留学しているのに何も成し遂げていない」と焦ることや、ホーム

シックになり日本に帰りたくなることもあるかもしれません。でも、それでいいので

す。大切なのは、自分の気持ちと向き合い、常に自分自身に正直でいること。留学中

は、自分をじっくり観察できる貴重な機会です。もちろん、異文化を体験することも

大切ですが、まずはたくさんのことに挑戦している自分を誇りに思ってください。そ

して、その過程での自分の変化を大いに楽しんでください。 


